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商工会は経営支援を通じて
事業者の未来に貢献する

「商工会は 行きます 聞きます 提案します」

2 商工会トップセミナー / 宮窪大作氏対談
秋の叙勲

3 経営に効くビジネスサプリ

4 未来を応援 / 協会けんぽ「健康経営」

有
限
会
社
熊
㟢
製
瓦
所

商工ニュース　読者アンケート
ご意見ご要望もこちらまで。ご協力ください。

者
も
本
事
業
に
携
わ
る
こ
と
か
ら
、
事
業

承
継
補
助
金
の
活
用
を
提
案
い
た
だ
き
、

補
助
金
申
請
に
係
る
支
援
を
受
け
、
無
事

に
採
択
さ
れ
念
願
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
完

成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
商
工
会
の
支
援
に
よ
り
販
売
戦
略

に
も
取
り
組
み
、
ア
ウ
ト
ド
ア
展
示
会

「FIELD
ST
Y
LE

」
へ
出
展
、
顧
客
ア

ン
ケ
ー
ト
作
成
・
分
析
等
を
行
い
、
こ
れ

ら
の
成
果
と
し
て
当
商
品
の
販
売
実
績
に

も
つ
な
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

事
業
承
継
に
よ
り
100
年
企
業
を
目
指
し
て

本
年
度
は
、
事
業
承
継
に
つ
い
て
も
商

工
会
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
い
ず
れ

は
後
継
者
で
あ
る
息
子
に
事
業
を
任
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
製
瓦
業
は

斜
陽
産
業
と
言
わ
れ
、
創
業
当
時
に
は
多

く
あ
っ
た
同
業
者
が
今
で
は
市
内
で
数
件

で
す
が
、
当
社
に
は
若
い
後
継
者
も
お

り
、
今
後
は
本
業
で
あ
る
瓦
業
と
合
わ
せ

て
商
工
会
の
支
援
を

受
け
、
事
業
承
継
に

よ
り
時
代
に
合
わ
せ

た
新
事
業
を
展
開
し

な
が
ら
、
地
域
に
愛

さ
れ
る
企
業
と
し
て

１
０
０
年
企
業
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

�

（
所
属　

下
呂
商
工
会
）

強
み
と
し
て
お
り
、
瓦
の
葺
き
替
え
施
工

等
に
つ
い
て
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
お
見

え
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
瓦
業
界
は
近
年
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
展
開
が

必
要
で
あ
る
と
の
思
い
か
ら
新
事
業
を
模

索
し
て
い
ま
し
た
。

新
事
業「
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
事
業
」

を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に

新
事
業
を
模
索
す
る
中
、
東
日
本
大
震

災
で
電
気
が
使
え
な
い
状
況
を
目
に
し
、

既
存
事
業
で
培
っ
た
企
画
力
・
発
想
力
を

活
か
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
い
う
思
い
か

ら
試
行
錯
誤
し
、
電
気
を
使
わ
ず
調
理
が

で
き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
屋
外
用
多
機
能
型
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
「PELLEK

」
の
開
発

に
至
り
、
販
売
強
化
に
つ
い
て
商
工
会
に

相
談
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
お
客
様
に
商
品
を
ご
覧
頂
く
た

め
の
場
所
を
確
保
す
る
た
め
、
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
の
設
置
に
つ
い
て
商
工
会
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
経
営
指
導
員
か
ら
は
後
継

新
事
業
へ
の
挑
戦
～
創
業
75
年

の
製
瓦
業
を
守
り
な
が
ら
～

当
社
の
強
み
と
新
事
業
展
開
の
き
っ
か
け

当
社
は
製
瓦
業
と
し
て
昭
和
23
年
に
創

業
、
75
年
間
事
業
を
営
ん
で
お
り
、
時
代

と
と
も
に
事
業
内
容
を
少
し
ず
つ
変
え
、

現
在
は
地
元
工
務
店
や
住
民
か
ら
直
接
依

頼
を
受
け
て
瓦
屋
根
工
事
の
施
工
を
主
な

事
業
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
製
品
開
発
ア
イ
デ
ア
の
独
創

性
と
企
画
力
の
高
さ
を
強
み
と
し
て
お

り
、
軒
瓦
に
穴
を
あ
け
前
面
を
面
高
に
し

て
雨
ど
い
が
軒
瓦
よ
り
中
に
お
さ
ま
り
、

雪
が
瓦
か
ら
ず
れ
落
ち
る
の
を
防
ぎ
、
雪

に
よ
る
破
損
が
生
じ
な
い
「
穴
あ
き
瓦
」

を
独
自
開
発
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
長
年
培
っ
て
き
た
技
術
力
や

丁
寧
な
仕
事
に
よ
る
施
工
品
質
の
高
さ
も
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で
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す
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▲
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令
和
六
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
受

章
者
が
発
表
さ
れ
、
次
の
方
（
商

工
会
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
方
）
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
連
合
会
は
、
十

月
二
十
二
日
（
火
）

岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
て
「
令
和
六

年
度
商
工
会
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

商
工
会
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
県
下
商

工
会
の
正
副
会
長
、
青
年
部
長
、
女
性
部

長
な
ど
役
員
約
百
八
十
名
が
参
加
し
、
研

修
・
懇
談
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の

商
工
会
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
共
有
し
、

商
工
会
組
織
全
体
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

研
修
で
は
、
組

織
と
し
て
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
意
識
を
浸

透
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
、
全
国
商
工
会

連
合
会
常
務
理
事

後
藤
準
様
、
弁
護
士
法
人
川
島
和
男
法
律

事
務
所�

弁
護
士
棚
橋
邦
行
様
か
ら
、「
支

援
機
関
に
求
め
ら
れ
る
役
割
」
や
「
不
祥

事
防
止
の
徹
底
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
経
営
支
援
事
例
発
表
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
中

津
川
北
商
工
会
丹
羽
悠
経
営
指
導
員
が
経

営
支
援
の
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
後
の
懇
談
会
で
は
、
出
席
者

に
よ
る
情
報
交
換
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

商
工
会

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

開
催

十
月
二
十
二
日
に
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
坂
井
田
県
連
会
長
が
宮
窪
地
域
経
済

再
生
本
部
長
と
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

坂
井
田
　
全
国
商
工
会
連
合
会
地
域
経
済
再
生

本
部
長
（
以
下
「
本
部
長
」）
に
就
任
さ
れ
た

経
緯
と
役
割
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

宮
窪
　
若
者
は
地
元
を
離
れ
、
地
方
の
誇
り
は

薄
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
景
気
回
復
を
感

じ
ら
れ
ず
、
閉
塞
感
が
広
が
り
不
安
を
抱
く
生

活
が
続
い
て
い
ま
す
。
衰
退
す
る
地
域
経
済
を

変
え
て
い
く
た
め
、
商
工
会
地
域
を
回
り
、
地

域
経
済
の
課
題
、
事
業
者
の
お
悩
み
を
聞
き
、

地
域
経
済
の
再
生
に
向
け
て
国
政
に
訴
え
て
い

く
こ
と
が
私
の
役
割
で
す
。

坂
井
田
　
全
国
を
回
ら
れ
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
し
た
か
。

宮
窪
　
全
国
を
回
っ
て
感
じ
た
の
は
、
加
速
度

的
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
で
す
。
商
工
会
地
域

に
は
過
疎
地
域
や
消
滅
可
能
性
都
市
が
多
く
存

在
し
、
早
急
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
青
年
部
や
女
性
部
の
み
な
さ
ん
と

お
話
し
し
て
い
る
と
「
地
域
を
守
る
」
覚
悟
を

感
じ
、
支
援
を
行
え
ば
絶
対
に
地
域
経
済
の
再

生
は
可
能
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

坂
井
田
　
こ
れ
か
ら
地
域
や
小
規
模
事
業
者
が

持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
何
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
か
。

宮
窪
　
私
は
、「
健
康
経
営
」
の
言
葉
で
お
話

を
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
事
業
者
さ
ん
が
自

社
を
人
と
し
て
考
え
た
と
き
に
健
康
的
な
生
活

を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
商
工
会

に
お
い
て
「
企
業
の
経
営
の
健
康
診
断
」
を

行
っ
て
、
商
工
会
を
活
用
し
て
そ
の
課
題
一
つ

一
つ
に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
、
商

工
会
の
組
織
の
活
性
化
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

坂
井
田
　
本
部
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
地
域
経

済
が
再
生
し
て
い
く
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

宮
窪
　
私
の
地
元
富
山
県
の
庄
川
町
で
は
、
人

手
不
足
解
消
の
た
め
に
「
就
労
待
機
者
へ
の
就

労
体
験
事
業
」
を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

地
域
が
残
っ
て
い
け
る
よ
う
に
地
域
の
雇
用
創

出
を
実
現
し
、
地
域
の
経
済
規
模
を
大
き
く
す

る
と
と
も
に
人
口
流
出
を
止
め
て
い
く
こ
と
が

再
生
の
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。
次
に
、「
健

康
経
営
」
を
行
っ
て
い
る
企
業
を
増
や
す
こ
と

が
第
二
歩
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
経
済
循
環
が

地
域
で
も
活
性
化
す
れ
ば
、
必
ず
、
地
域
経
済

は
再
生
す
る
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
住
民

の
皆
さ
ん
が
、
地
域
を
愛
し
心
豊
か
に
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
私
は
活
動
を
行
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

令
　
和

六
年
度

叙
勲
・
褒
章
受
章
者

叙
勲
・
褒
章
受
章
者

秋秋
のの

全
国
商
工
会
連
合
会

全
国
商
工
会
連
合
会

宮
窪
宮
窪  

大
作
大
作

地
域
経
済
再
生
本
部
長

地
域
経
済
再
生
本
部
長

岐
阜
県
商
工
会
連
合
会

岐
阜
県
商
工
会
連
合
会

坂
井
田

坂
井
田  

良
道
良
道

会
　
長

会
　
長

対　談対　談

宮
みや

窪
くぼ

大
だい

作
さく

昭和49年生。富山県庄川町
出身。富山県商工会青年部連
合会長を経て、平成23年全国
商工会青年部連合会長に就任
（第19代）、令和6年3月より、全
国商工会連合会地域経済再
生本部長。

県連合会 坂井田会長全国連 後藤常務理事

旭日小綬章旭日小綬章

岡山 金平氏

岐阜県商工会連合会
前会長

（中小企業振興功労）

旭日単光章旭日単光章

古田 文英氏

白川町商工会前会長
（中小企業振興功労）

瑞宝単光章瑞宝単光章

今井　学氏

小坂町商工会会員
（消防功労）ラ

イ
ン
生
コ
ン
株
式
会
社

川
辺
町
商
工
会
会
員

（
環
境
美
化
奉
仕
）

緑綬褒章緑綬褒章
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前回紹介したように、事業承継を目的とした
公的な第三者承継支援制度も充実し、M&Aは
身近なものになりつつあります。ただし制度や
事例の紹介では、事業を譲り渡す側に焦点を当
てたものが多く、事業を譲り受ける側の目線で
紹介されたものは少ないのが実情です。そこで
今回は事業を譲り受ける側の目線で、第三者に
よる事業承継の活用方法を見ていきたいと思い
ます。
まず創業を検討している方の目線で見てみま
しょう。創業の際には通常、ゼロから従業員や
設備を揃え、ノウハウの蓄積や販路の開拓を行
う必要があります。しかし事業を引き継ぐこと
ができれば、それらを一度に揃えることがで
き、時間や費用を削減することが可能となりま
す。
また既に事業を営まれている事業者も、多角
化の一環で新たな事業を始める場合、M&Aを
活用することで創業者と同じメリットを得られ
ます。さらに譲り受けた事業が課題を抱えてい
る場合でも、既存の経営資源やノウハウを活か
して課題解決ができ、さらに相乗効果で既存事
業、譲り受けた事業ともに収益性を高めること
もできます。
このように、事業を譲り受ける側も活用次第
で多くのメリットを得られます。ここで事業承
継型のM&Aにより多角化を行い、相乗効果
で既存事業、新規事業共に業績が向上した事例
を紹介します。
保育施設等を手掛ける事業者が、新規事業で
健康サービス事業を検討していました。そのよ
うな中、ある健康サービスを営む事業者が、事

業譲渡もしくは廃業を検討しており、既に公的
支援機関を通して民間のM&Aサービスに譲
渡希望の登録をしていました。その内容を多角
化希望の事業者が知り、さっそく譲渡に向けた
話し合いを行ったとこ
ろ、交渉自体は円滑に
進み、数ヵ月で譲渡が
完了し、早期に多角化
が実現しました。現在
では新規事業と既存事業双方のノウハウを活か
して新たなサービスメニューを展開し、新規顧
客獲得につながり、多角化の相乗効果が出てい
ます。
このように、M&Aは買い手にも大きな効果
が期待できます。その実現のためには売り手、
買い手共に広く情報を収集する必要があるた
め、公的機関も民間の中小・零細企業を専門と
するM&A仲介会社と連携し、情報網を拡大
させています。そのような民間のサービスを利
用する際にも、提携している公的機関や商工会
が窓口となることができます。さらに起業後や
多角化後の事業展開についてもお手伝いするこ
とが可能ですので、身近な商工会を是非ご活用
ください。

第８回
創業、多角化にも使える意外と
身近なM&A� スモールM&Aの実態

羽根田マネジメントオフィス株式会社
羽根田中小企業診断士事務所・行政書士羽根田事務所

中小企業診断士・行政書士　羽根田 隆弘

経営に効く
ビジネスサプリ

羽根田先生には、全12回シリーズで会員
事業者様のための経営に役立つ情報を
トピックスとして、連載していただきます。
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この商工ニュースは
県の補助金を受けています。

岐阜市薮田南5丁目14の53 OKBふれあい会館9F

https://www.gifushoko.or.jp/

■ 川辺町の魅力の発信拠点「line side cafe」
酒蔵や歴史ある古い町並が続く川辺町下

しも

麻
あ

生
そう

地区
は、明治期まで飛騨川を利用した運材の拠点として栄
えた川湊の里です。この趣ある町並の一角にあるのが
「line side cafe」です。

代表の森さんは町外
出身ですが、山や川な
どの美しい自然に囲ま
れた川辺町に惚れ込
み、この町の魅力を最
大限活かしたカフェを
作りたいと考え創業し
ました。地産地消を大
切にし、川辺町自慢の
素材を活かしたカフェ
メニューや、100年前
の離れ古民家で提供す
る地元ジビエ料理（1日
1組の予約制）が大好評
です。さらに、地域の
異業種事業者とコラボ
したワークショップイ
ベントの企画等、店舗
は町の魅力の発信拠点
となっています。

■ 補助金活用による販路拡大支援
観光資源に乏しい川辺町でしたが、低山登山ブーム

の最中、店舗の裏山である “遠見山” が「岐阜のグラ
ンドキャニオン」として一躍有名になりました。森さ
んは、この機会に川辺町の豊かな自然をより多くの人
に味わってもらおうと、山頂で食べられるお弁当やお
土産に買って帰れるスイーツのテイクアウト事業の開
始を決意されました。同事業に必要な設備投資につい

て商工会にご相談いただいた際、持続化補助金の提案
や申請サポートを実施し、無事採択を受けたことで、
調理設備やショーケース導入などのサービス体制が整
いました。その結果、登山前後に立ち寄るお客さまも
増加し、口コミ効果も相まってたくさんの新規顧客の
来店が叶い、販路拡大が実現しました。

また、商工会支援による川辺町商品券の取扱事業者
登録により、町内在住の新規顧客獲得にもつながりま
した。

■ 今後の展開
代表の森さんは、お客さまにとって「特別な時間」を

提供することに力を入れたいと考え、様々なクリエイ
ターとタイアップしたイベントを企画されています。
「老若男女・国籍問わず色々な方が集まり交流できる
場をつくって町外からも人を集め、川辺町を盛り上げ
ていきたい！」と日々奮闘される森さんを、今後も伴
走支援していきます。 （川辺町商工会）

株式会社アヤクモ（line side cafe）
 加茂郡川辺町下麻生2151
 0574-42-8270
 平日　　 11:00~21:00

　 土日祝日 11:00~17:00
休  月曜日（不定休あり）
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店名にちなみ床に線路があしらわれた店内

100年前の屏風のあるジビエ料理用個室

テイクアウト弁当 生リンゴの
レアチーズケーキ

未来を応援
株式会社アヤクモ

line side cafe

川辺町がみなさんの憩いの場となることを願って…
地域の良さを詰め込んだご飯 Cafe


